
レナリドミド・ポマリドミド治療を受けられる
患者さんとお薬を管理する方へ

レナリドミド・ポマリドミドを服用される患者さんは、原則、薬剤管理者の設置が必要です。
本リーフレットでは薬剤管理者について解説していますので、内容のご確認をお願いいたします。

薬剤管理者について

薬剤管理者の同意書について

薬剤管理者の設置について

レナリドミド・ポマリドミドは、ヒトで催奇形性※を示すサリドマイドに似たお薬です。
そのため、お腹の赤ちゃん（胎児）への被害を防ぐための適正管理手順「レブメイト」
を遵守してお薬を厳重に管理する必要があります。

薬剤管理者とは、レナリドミド・ポマリドミドを誤飲するのを防いだり、不要となった薬剤を正しく返却したりするため、
患者さんに代わって薬剤の管理を行う方のことです。
薬剤管理者になられる方は以下の３つの要件を満たす必要があります。

レブメイトの遵守事項をご理解いただいたうえで、薬剤管理者になっていただく方
には同意書へのご署名をお願いしております。

●主治医が「患者さん自身が正確に薬剤を管理できる」また「不要になった薬剤の
返却がきちんと実施できる」と判断した場合には、薬剤管理者を置く必要はあり
ません。しかし、治療中に、薬剤管理者が必要と判断される場合もあります。
一度、薬剤管理者が不要と判断された場合でも、状況に応じて必要となった場合
には、ご理解とご協力をお願いいたします。

レナリドミド・ポマリドミド適正管理手順に関する同意書（薬剤管理者）（様式29）

投与予定薬剤  □ レナリドミド □ ポマリドミド

薬剤管理者
記入欄

私は、処方医師より上記の説明を受け、遵守すべきことを理解しましたので同意します

患者氏名： 同意日

年　　月　　日

薬剤管理者署名： 続柄（間柄）

連絡先：

処方医師名

レナリドミド・ポマリドミド適正管理手順（レブメイト）を理解し、以下の内容につき同意します。（同意項目に□✓を記入）

レナリドミド・ポマリドミド適正管理手順に関する同意書

様式29（Ver.7.0）

薬剤管理者
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ト
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□  私は、レナリドミドとポマリドミドが胎児に障害を起こす可能性があることを理解しました。
□  私は、処方されたお薬が患者の治療のためだけのものであることを理解しました。私及び患者は、
お薬を他の人と共有したり、他の人に譲ったりしません。

□  私は、処方されたお薬を子供の手の届かない患者専用の場所で、飲食物と区別して保管します。
□  私は、お薬を紛失した場合は、お薬を受け取った薬剤部（院内薬局）へ直ちに連絡し薬剤師の指示に
従います。

□  私は、患者がお薬を服用する必要がなくなった場合、残ったお薬は廃棄せず、受け取った薬剤部（院内
薬局）へ持参します。その際、返金がないことを承諾します。

□  私は、お薬を不適切に扱い、万が一、事故が発生した場合は、私及び患者にも責任があることを理解
しました。

□  私は、適正管理手順から逸脱した場合、その内容によっては、お薬の服用を一時停止、又はお薬での
治療が中止されることを承諾します。

□  私は、患者が献血してはいけないことを理解しました。
□  私は、定期的に行われるアンケート調査に協力します。
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□  私は、レブメイトの運用に問題があった場合、それを改善する目的に必要な範囲で、私の年齢、性別
及び続柄（間柄）の情報が、BMS社及び本件後発品会社からRevMate（レブメイト）合同運営委員会※1、
RevMate（レブメイト）第三者評価委員会※2に提供されることに同意します。

□ さらに、私は、患者もしくは患者のパートナーの妊娠が確認された等の胎児に障害を及ぼすような
重大な逸脱があった場合の追跡調査に際して、医療機関が必要と認めた場合に、私の医療機関登録情報
（氏名、連絡先及び続柄（間柄））が、医療機関からブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社（以下、
BMS社）又は現在又は将来患者が服用するＢＭＳ社以外の会社（以下、本件後発品会社）に提供される
ことに同意します。

□  私は、患者が転院先で継続してレナリドミド、ポマリドミドの処方を受ける場合も、転院先よりＢＭＳ社
又は（該当する場合）本件後発品会社に私の医療機関登録情報が提供されることに同意します。

□  私は、レブメイト担当者及びレブメイト情報担当者が医療機関におけるレブメイトの保管記録を確認
する際に、私の個人名の記載がある同意書をみることがあることを承諾します。その場合、守秘義務
があり、他に漏れることがないことを理解します。

※1:  RevMate（レブメイト）合同運営委員会とは、ＢＭＳ社及び本件後発品会社並びに医学・薬学専門家等により構成される委員会で、レブメイトを適正に運営・管理
します。 

※2:  RevMate（レブメイト）第三者評価委員会とは、ＢＭＳ社及び本件後発品会社から独立した委員会として、レブメイトの運用状況の定期的な点検と評価をします。
レブメイトに関わる患者・家族や医療関係者へアンケート調査を実施して、レブメイトの問題点や課題を検討し、改善へ向けて具体的な提言を行います。医師、
薬剤師、弁護士等の有識者によって構成され、オブザーバーとして厚生労働省が参加しています。

薬剤管理者保管用

この用紙は、薬剤管理者さんにお渡しください。

※催奇形性：お腹の赤ちゃん（胎児）に重大な障害を及ぼす作用

● 要件1：レナリドミド・ポマリドミドが胎児に障害を起こす可能性   
があることを理解している---

● 要件2：処方されたレナリドミド・ポマリドミドを患者さん以外に
譲ってはならないことを理解している---

● 要件3：患者さんと定期的に接する機会がある
（日常的に患者さんのお世話をする方）

（例） 患者さんにとって身近な人
（家族、親戚、近隣住民） 医療関係者 介護職員



■□  他の人に渡さないようにすること
■□  紛失しないようにすること
■□  万が一、紛失した場合は、ただちに院内の薬局（薬剤師）に報告すること
■□  服用の必要がなくなった薬剤がある場合は、院内の薬局（薬剤師）に持参すること
■□  飲食物と区別された患者専用の場所で保管をすること
■□  子供の手の届かない患者専用の場所で保管をすること
■□  服用しなかった薬剤がある場合には、次回の通院時にカプセルの種類と残薬数を
処方医師に伝えること

薬剤管理のお願いについて
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薬剤管理者の方は、下記の事項を遵守し、レナリドミド・ポマリドミドの管理にご協力いただきますようお願いいたします。

●他の人に譲渡しないでください。

●レブメイトカード

受診時の注意事項

●レブメイトカードは、受診時に必ずご持参ください。
●入院や転院、老人福祉施設などに入所をするときは、特別な管理が必要な
お薬を服用していることを伝え、レブメイトカードを提示してください。
●飲み残したカプセルの種類や数を主治医に報告してください。

●飲食物と区別された、子供の手の届かない
場所に保管してください。

●不要な薬剤は院内の薬局（薬剤師）へ
持参してください。

●紛失しないようにご注意ください。
万が一、お薬を紛失した場合は、ただちに院内の薬局（薬剤師）に連絡してください。

●治療終了時に飲み残したカプセルがある場合は、院内の薬局
（薬剤師）で回収します。その際、返金はありません。

レブメイトに関する各種小冊子などをご用意していますので、
レブメイトホームページ（https://www.revmate-japan.jp/
patient/compliance/materials.html）をご覧ください。

https://www.revmate-japan.jp/
レブメイトレブメイトホームページ


